
Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoolatlon 　of 　Dlsablllty 　Solenoes 厂　Japan

障害科学研究，36，81− 94，2012

原　著

点字読み 熟達者の手の使い 方 に関する研 究

　　　　　　
一

軌跡 に よる検討
一

牟田 口辰己

　 1分間の 読速度が351文字以上 の 点字読み 熟達者36人 の点字読み の ビデ オ画像か ら

手の 使 い 方を分析 した結果 、 草 島 （1983）の 分類 よ り多い 9 つ の タイプが観察 された 。

片手読速度の 左右差が 20％ 以 内の B 型 、 こ れを超える R型 とL型 に分けて 点字を読 む手

を検討 した 。 R 型 は右手、　 L型 は左 手、つ ま り点字読み の優 位な手を主 に使 っ て い る

こ とが分か っ た 。 さらに観察され た 9 タイプの 特徴 を明 らかにす るため 、行頭 を読む

「左手読み 」、行 の 中程 を読 む 「両手併行」、行末を読む 「右 手読み 」の 3 つ が 観察 さ

れる両手活用型 （61．1％） と、 その 一部 しか観察され な い 非両手活用型 （38．9％） に

大別 した 。 両手活用型は非両手活用型 に比べ て左右差が有意 に小 さ く、両手読み に よ

る利得は有意 に大 きい こ とが明 らか に な っ た 。 そ して 両手活用型 に は、L型 16人中 5

人 （31，3％）、 R 型 17人 中14人 （82．4％）、
　 B 型は 3 人中 3 人 （100％）が含 まれ 、 これ に

対 して 非両手活用型 には 、L型 11入 （68．7°

／。） とR 型 3 人 （17．6％）が含 まれた 。
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ー ド ：点字読速度、熟達者 、 左右差 、 軌跡 、 手の 使 い 方

1．は じめ に

　点字 を読む様子 を観 察する と 、 さまざまな手

の 使 い 方がある こ とが 分か る 。 多 くの 点字使用

者は右手 と左手の 両方を使用 して い るが 、

一
方

の手は紙面 を押 さえる だ けで、点字読み には片

手 しか 使わな い もの もい る．Womlsley （1980）

とWright
，
　Wo   sley ，　and 　Kamei −Hannan （2009）

は Kus 節 ma （1974） を参 考に 、 片手読み を右手

と左手の 2 つ に、また両手を使用す る読み方を、

  全て右手で 読み 、左 手は行頭 を確認す るだ け

の読み方 （the　left　marks 　pattern）、  行移 し動作

も含 め 、常 に 両 手 を併行さ せ る読 み方 （the

parallel　pattem）、   行末近 くまで は両手 を併行

させ て い るが、左 手が先に次の 行頭 を見 つ けて

待 機 し、右 手が 遅 れ て 行 移 しをす る 読 み 方

広 島大 学 大 学 院教 育 学 研 究科

（the 　split 　pattern）、  左 手が行頭 か ら行の 中程

まで読み 、行 の 後半 は右手が 読む左右の 手が独

立 した読み 方 （the　scissors 　pattem ）の 4 つ に分

類 した。

　 こ の ような手の 使 い 方 と読速度の 関係に つ い

て 、両手を使 う読み方 は片手だ け よ り速 い こ と

（Btirklen，
1932；Millar，1984；Mousty　and 　Bertel−

son ，1985；Foulke，
1991）、 さ らに両手読み に つ

い て 、優れ た点字使用者 は まず左手が 行頭 を読

み 始め、行の 中央に くる と行末まで は左手 に代

わ っ て 右手だけで読 み進め 、右手が読ん で い る

間に左 手は次 の 行頭 を探 る と い う左 右の 手が

別 々 の 機能を持 つ 読 み方 をして お り、前述 した

the　scissors 　pattemが 効率的で ある こ とが指摘 さ

れ て い る　（Bertelson
，
　 Mousty ，　 and 　D ’Al −

imonte
，
1985；Millar，1987；Foulke，

1991；Davidson，

Appelle ，
　and 　Haber

，
1992 ）。 我が 国で は木 塚

（1999）が 、片手読み で は行 末か ら次の 行頭 ま
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で指先を移動す る際 に大 きな時間的 ロ ス を生 じ

るが 、左 手が行 の 前半 を受け持 ち、右手で 行末

を読ん で い るうちに、左手で次行の行頭 を読 み

始めれば よ い こ と、左手 と右手 の 受け持ち の 割

合 は 得意な方を多 く読ませ れ ば よい こ と 、 速 く

読め る よ うに なれ ば 2 行をある 時期平 行 して 読

み 、記憶で つ な い で い ける よ うに もなる こ とを

指摘 した 。 こ れ らを踏 まえ て 、文 部科学 省

（2003）は 、 「左 手で行頭部分 と次の 行へ の 移 り

を受け持 ち、右手で行の 後半を引 き継 い で 受 け

持て ば、次 の 行に移 るため に 要す る 時間は全 く

な くなる」 と、点字指導にお ける効率的な両手

読み に つ い て 述 べ て い る 。

　 と こ ろ で 点字触読時の 効率的な手の 動か し方

に関す る研究を行 っ た草 島 （1937，1983） は、

点字文 の 触読時に おける左右の 人差 し指の 行間

の 動 きに着 目 した分析か ら、両手読み にお け る

左 右 の 手の 使 い 方に つ い て 次 の 6 パ ター
ン が あ

る こ とを明 らか に して い る 。 第 1型は 、左指 は

同伴 しな い で 、 次の 行頭で 右指 （読み指）が逆

行左走 して くる の を待機す る 。 第 皿型は 、 左 指

が行の 中程 まで 同伴し て 、こ こ で 左指 （同伴指）

は 右指 （読み 指） と別 れ る 。 第 皿型 は 、左指

（同伴指）が 行の 終 り近 くの 句 ぎれあた りまで

右指 （読み 指）に 同伴 し、 こ こ で 左右 に別れ る 。

第IV型 は終始左右両指頭 を接 して読み 、その ま

ま行間運動 を行 う。 第 V 型 は左指が読み指で 、

右指が援助指 と して働 き、左指 1 本の み で 行間

運行をする 。 第VI型 は行の 前半を左指 が、後半

を右指が読む。 さ らに熊沢 （1969＞は 、こ れ ら

に加 えて 第 1型 とは正反対 に左指だけ で読む 第

皿 型 と、第 H 型 よ りも左指 の 逆行が は るか に急

で 直線的に次の 行頭 に戻 る第皿型 の 2 パ ター ン

がある こ とを指摘 した。この よ うな手の 使い 方

は、読速度の 左右差が影響 して い る こ とが 考え

られ る 。 筆者 （1999） は熟達者の 点字読み の 優

位な手の タ イプ （以 下 、手の タイ プ） と両手読

み の 利得 （以 下 、 両手の 利 得） との 関係 につ い

て 、左右差が小 さい 対象者 に両手の 利得が大 き

い こ と 、 右手優位 と左手優位で は右手優位な も

の に両手の 利得 が大 き く表れ、左 手優位の もの

は個人差が大 きい こ とを報告 したが 、単純に手

の タ イプだけ では 両手の 利得を十分 に説明で き

なか っ た 。

　そ こ で 本研究で は 、 熟達者 の 点字読み の ビデ

オ画像 をもとに手の 使 い 方を分析 し、両 手の利

得と読速度の 左右差の 視点か ら軌跡パ ター ン と

その 特徴 を検討 した、

正．方法

　 1．対象者

　本研究で は 日本点字委員会が定め た 「点字能

力検定規則」 1 級で ある 1 分間の 読 速度351文

字以 上 （山口，1982）を熟達者 とした。対象者

と して得 られ た熟達者は 男性 22人、女性 14人、

計36人で ある 。 調査実施時の 平均年齢 は39．0歳

（SD ・−13．6）、 最高齢 は 62歳、最年少 は 15歳で 、

利 き手 は右 手35人 （97．2％）、左 手 1 人 （2．8％）

で あ り、 全員が盲学校小学部 1 年時か ら点字を

使用 して い た。

　 2．点字読速度と点字を読 む優位 な手

　 （1＞点字読速度の 測定 ：対 象者に 、両手読

み と右手 と左 手に よる片手読み の 3 つ の 方法に

よ り、 で きるだ け速 く課題文 を音読する よ うに

指示 し、 1 分後に 「止 め」の 合図で 音読 を中止

させ た 。 そ してそ れ ぞ れ の 読み方の 1分 間の 誤

読文字 を除 い た正答音読文字数を測 定 した。両

手読み で は 、 1 行 目の 最初の 文字列に両手を置

か せ たが 、 その 後 は対象者が 日常点字 を読ん で

い る手の 使 い 方で 読む ように教示 し、 特定の 方

法 を指定 した もの で は ない 。片手読み で は 、 指

示 され た片手 の み を使 うよ うに制限 し 、 他方の

手 は紙押さえに使用 させ た 。 これ らの場面 をビ

デ オ カ メ ラ （SONY 製
，
　SDR −SRI2 ）で 対象者 の

正面か ら記録 した。

　 （2）点字を読 む優位 な手の 決定 ：得 られ た

右手 と左手に よる 1分聞の 読速度か ら、手 の タ

イプを決定す るた め に、片手読み の左 右差 の 程

度 を相対 的に 示 す 指標 で ある RLHS （Relative

Left　Handed 　Superiority；Mousty　and　Bertelson，
1985） を算出 した。RLHS は 、 左手読速度か ら

右手読速度を減 じ、その 数を右 手読速度ある い
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丁able 　1　対象者の 年齢と点字読速度に 関する プ ロ フ ィ
ール

対象者ID 年齢
　　　 （文字）　 （文字）

両手　　 右手　　 左手
　　　　 RLHS 　　 R2HG
（文字）

軌跡 パ ター ン

草島ら 牟田 口

Bl 45 629 517 501 一
〇．030 ．217　 VI変形 両手活用型

　

ラ

型

人

B3　

（

B2 15 495 324 309 一
〇．05　　　　0．528 両手活用型

B3 54 358 218 236 0．08 0．517 　 W 変形 両手活用型

Mean 494．0353 ．0348 ．7 0．00 0，420

SD 110．6123 ，8111 ．8 0．06 0．144

R1 40 675 547 286 一〇．91　　　　0．234 両手活用型

R2 53 508 456 321 一
〇．42　　　　0．ll4 両手活用型

R3 40 502 407 292 一
〇．39　　　　0．233 両手活用型

R4 47 466 383 223 一
〇．72　　　　0，217 両 手活用型

R5 47 455 372 302 一
〇．23　　　　0．223 両 手活用型

R6 57 446 379 244 一
〇．55　　　　0．177 両 手活用型

R7 17 438 344 237 一
〇．45　　　　0．273 両 手活用型

R8 33 430 361 257 一〇．40　　　　0．191 両 手活用型

R型

（17人）

R9 30 426 357 226 一
〇．58　　　　0．193 両手活用型

RlO 25 424 382 195 一
〇．96　　　　0，110 両手活用型

Rll 50 418 361 199 一
〇．81　　　　0．158 皿 非両手活用型

R12 62 414 364 221 一
〇．65　　　　0．137 両 手活用型

R13 34 396 392 134 一1．93　　　　0．010 1 非両手活用型

R14 42 393 356 213 一
〇．67　　　　0．104 両 手活用型

R15 45 382 323 257 一
〇．26　　　　0．183 両 手活用型

Rl6 56 367 331 211 一
〇．57　　　　0．109 両手活用型

Rl7 23 356 314 156 一1，0ユ　　　　0．134 H 非両手活用型

Mean 440．9378 ．2233 ．8　　　　
−0．68　　　　0。165

SD 71．2 53．1 48．3 0，38 0．063

L1 49 484 105 485 3．62 一〇．002V 型変形　非両手活用型

L2 49 452 295 414 0．40 0．092 　 W 変形 両 手活用型

L3 41 443 2ユ3 343 O．610 ．292　 W 変形 両手活用 型

L4 53 445 72 440 5ユ10 ．Oll　 V型変形　非両手活用型

L5 54 424 45 435 8，67　　　　
−0．025 非両手活用型

L6 19 421 186 382 1．05 0．102V 非両手活用型

L7 52 416 196 361 0．84 0．152　 VI変形 両 手活用型

L8 17 387 263 355 O．35 0．090　 VI変形 両 手活用型

L型

（16人）

L9 35 381 167 377 1，26 0。011　 VI変形 両 手活用型

L10 53 380 123 379 2，08 0．003 非両手活用型

Lll 42 377 61 330 4．410 ．142V 非両手活用型

Ll2 30 367 55 368 5．69 一
〇．003　 　 W 非両手活用型

Ll3 30 360 78 327 3．19 0，101V 非両手活用型

L14 17 352 179 358 1．00 一
〇．Ol7　 W変形 両手活用型

L15 32 357 223 330 0．48 O．082　V型変形　非両手活用型

L16 16 351 159 339 1．13 0．035　V 型変形　非両手活用型

Mean 399．8 151．3376 ．4 2．49 0．067

SD 40．0 74．9 44．1 2．34 O．081

1） RLHS ＝ （左手 読速 度
一
右 手読 速度V 遅 い 手 の 読 速度

2） B は 両手型 （IRLHS　I≦ 0、2），Rは 右 手型 （RLHS ＜ −0、2），L は左 手型 （RLHS ＞ 02 ） を示 す．

3） R2HG ＝〔両手読速 度一速 い 手 の 読速度 ）／速 い 于の 読速 度

4）両 手活用型 は，1行 の 中に 左手，両 手併行 ， 右 手の 三 つ の 手の 使 い 万が 観察 さ れ る読 み 方 ，非 両 手活用 型は こ れ ら の 部 しか

　 観察 され ない 読み 方．
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は左手読速度の うち読速度の 遅 い 手 （以下 、遅

い 手）の 読速度で 除 して得 られ る値で ある 。 本

研 究で もMousty　and 　Bertelson（1985） に倣 い 、

こ の 値 が0．2を超 えた もの を左 手型 （以下 、L

型）、

− O．2よ り小 さ い も の を右手型 （以 下 、 R

型）、 ± 0．2以内 を両手型 （以 下 、B 型） と定義

して 分類 した 。 そ の 結果 、 B 型は 3 人 （8．3°

／。）、

R型 は 17人 （47．2°／。）、 L型は 16人 （44．5％） とな

っ た 。 さらに 、 両手読み と右手ある い は左手の

うち読速度の 速 い 手 （以下 、速 い 手）に よる片

手の 読速度 を比較する ため、片手読み に対する

両手読速度の 増減の 割合 を示すR2HG （Relative

Two −Handed　Gain；Mousty　and 　Bertelson，1985）

を算出 した 。 こ れ は 、両手読速度か ら速い 手の

読速度を減 じ、 そ の 値を速 い 手の 読速度で 除 し

て 得 られ る値で 、両手の 利得 を意 味 して い る 。

Table　1に、対象者 の 点字読速度 に 関す る プ ロ フ

ィ
ール を示 した 。

　 （3）課題文 ：課 題文 に は 、 平成 9年 5 月 、

毎 日新 聞朝刊 に掲載 された紀行文を用 い た 。 こ

れ をパ ソ コ ン で 点訳 し 、 点字 プ リ ン タ （ジ ェ

イ ・テ ィ
ー ・ア ール 製、New 　ESA 　721）に よ り、

1 行32文字 ・1 ペ ー
ジ 18行 の レ イア ウ トで両面

印刷 した 。 なお課題 文は、両手読 み 、左右の 手

に よる片手読み用の 3 種類 を作成 し、それぞ れ

の 難易度が等質 となる よ うに連載され た記事か

ら引用 した 。

　 （4）軌跡 の 解析方法 ：草島 （1937，1983）と

熊沢 （1969）は独 自の 触運動記録装置 を用 い て

い るが、筆者は ビデ オ に よる観察か らその 軌跡

を記録 した 。 対象者の 両手読み に よる ビデ オ画

像 を 1秒 30コ マ に分割 して 再生 し、 各行にお け

る左手だ けを使 用す る読 み 方 （以下 、左 手）、

両手 を併行 させ る読み 方 （以下、両手併行）、

右手だけを使用する読み方 （以下、右手） を目

視に よ り特定した 。 その 作業 は筆者を含めた 2

人 が 別 々 に行 い
、 不 一致の 箇所 は合議の 上 で 決

定 した 。 さ らに 、左 手 、 両手併行 、右手それ ぞ

れの 方法で 読ん だ 1行あた りの 平均 マ ス 数を算

出 した 。 その 際 、 課題文の 第 1 パ ラグ ラ フ 7 行

の うち 、 2 行 目か ら 6行 目まで を使用 した 。 こ

れ は、 1 行目は行頭 に両手を置 くよ うに指示を

与 えた こ と、また改行す る 7行 目はマ ス 数が少

な くなる こ とか ら、 い ず れ も手の使い 方に影響

する こ とを考慮した もの で あ る 。 5行分 の 総 マ

ス 数は 141マ ス で 、 1行 あた り28．2マ ス で あ っ

た 。

皿．結果

　 1．出現 した軌跡パ ターン

　対 象者 36人の 軌 跡 パ タ
ー ン を草島 （1937 ，

1983）、熊 沢 （1969）に倣 っ て 第 1型か ら第皿

型に分類 し、各パ ターン の 特徴が顕著 に観察さ

れ た対象者 の 軌跡 をFig．1−1か らFig，1−10に示 し

た 。 課題文 2行 目か ら 6 行 目まで の 読み に使用

して い る手 を、左 手は細 実線 、 両手併行は太実

線、右手は破線の ア ン ダー
ライ ン で 表示 した 。

　 （1） 第 1 型 ：右手 だ けで読み 、 左 手 は読み

に用 い な い
。 右手が読 ん で い る間 に左手は 同時

に次行頭に進 んで待機 し、行移 しは右手の み で

行 うもの で ある。Fig，1−1に対象者Rl3 の 軌跡 を

示 した 。 こ の 型は 1人の み （3％）で あ っ た 。

　 （2） 第 H 型 ：行 の 前半 は左右両手で 読み 進

め 、後半は右手の み読み続 け る。この 時左手は

次行端に移動 して 待機 し、行移 しは右手の み で

行うもの で ある。こ の 型 も対象者R17 （Fig．　1−2）

の み の 1人 （3％）で あ っ た 。

　 （3）第皿型 ：行頭か ら行末近 くまで両 手で

読み進め 、 行末 は右手 だけで 読み、行移 しは左

手が先 に 開始 して 右手 はやや 遅れ て 行 うもの で

ある 。Fig．1−3は、 こ の 定義 に したが っ て 作成

した軌跡で ある 。 本研究 の 対象者で こ の 型 に該

当す る者は なか っ た 。

　 （4） 第IV型 ： こ の 型 は終始両指 を接触 させ

たまま読み 進め、行移し も両手は 常に併行する

とい う特徴があ る。 Fig．1−4は対象者LlO の 軌跡

で ある 。 4行 目行頭の み左手読み が 見 られるが 、

他 の 行は全 て両手併行で あ り、こ の 型 と判断 し

た 。 左 手が 右手 を押す よ うな 動 きで 、 行移 しは

左手が 先行 し、 右手は
一

瞬遅れ て続 い た 。 こ の

型 も 1人 （3 ％）で あっ た 。

　 （5）第V 型 ：行の ほ と ん ど を左 手で 読 み 、
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Fig．1−6　第 v 型変形 （行頭 の み左手 ：対象者 Ll）
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Fig．1・8　第VI型変形 （中程に両手併行　対象者 L3）Fig．1−7　第VI型 （前半左 ， 後半右　対象者 R9）
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Fig．1−10　第皿 型 （行頭 の み 両手併行：対象者 R11 ）Fig．1−9　第皿型 （第1型と正反対で 左手 の み ：対象者 L5）
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行末でわずか に 両手併行が 観察され る 。 左手で

終止 読み、右手は行末の 小範囲の みで 同伴す る

の で 、左手 で読むの と変わ りが な い 。 この型 に

は、L型 の 4 人 （ll％）が該 当 した 。　Fig．1−5は

対象者Lllの 軌跡で ある 。

　 （6）第 V 型変形 ：第 V 型 と異 なる の は、左

手 と両手併行の 割合で ある 。 左手は行頭 の 数文

字の みで 、 行の ほ とん どを両手併行させ て い る 。

草 島 （1937，1983 ）、熊沢 （1969）に は見 られ な

か っ た型で 、L型 の 4 人 （11％）が該 当 した 。

Fig．　1−6は対象者L　1 の 軌跡 で あ る 。

　 （7）第 VI型 ： こ の 型 は、左右両手が 同
一

行

の左右両端か ら行の 中程 まで迫 っ て ある地点 で

接触 し、そ こで左 手か ら右手へ と読む手が入 れ

替わ る読 み方 で あ り、 草 島 （1937，1983）の 模

式図で は 両手が 併行す る と こ ろは全 くない
。 今

回の 対象者 に、両手併行がわずか に見 られ る が 、

行頭は左手 、 行末は右手と い う分割 した読み 方

が観察され た の で 、こ れ を第 VI型 と した 。 そ の

結 果 、 B 型 1人 とR型 14人の 合計15人 （42％）が

該 当 した。Fig．1−7は対象者R 　9 の 軌跡 であ る 。

　 （8）as　VI型 変形 ：上記の 定義 と比較す る と、

行頭 は左手 、 行末 は右手 とい う分割 した読み 方

は 同
一

で あるが 、 行中程の 両手併行が 長い 読み

方で あ り、こ れ を VI型変形 と した 。
　 B型 2人 と

L 型 5 人 の 合計 7 人 （19％） が該 当 した 。 Fig．

1−8は対象者L3 の 軌跡 で あ る 。

　 （9）第町型 ： こ の 型は草 島 （1937
，
1983）に

は見られず 、 熊沢 （1969）の 定義に よ る もの で

ある 。 第 1 型 と正反対 の 動き、すな わ ち左手 だ

けが 触読指 と して働 き、右手は行末部分で わず

かな動 きを見せ る だけで 停留し、 行移 しは左手

の み で行 う。 こ れ に は L 型 の 2 人 （5 ％）が 該

当 した 。 Fig．1−9は対象者L　5 の 軌跡で ある 。

　 （10） 第皿 型 ： こ れ も熊沢 （1969） の 定義 で

あ り、 第 皿型 よ りも左手の 逆行が は るか に急で 、

直線的に 次の 行頭に戻 っ て い る とい う第 H 型 の

変形で ある 。 対象者R11 （Fig，1−10）の み 1 人

（3％）が 該当した Q

　 2．手の タイプ別に見た 1行あた りの 手の使

　　い 方

　手の 使 い 方 を定量的に検討す るた め 、 1行 あ

た り平均 28．2マ ス にお い て 、 「左手」「両手併行」

「右手」そ れぞれ の 方法で読 ん だ マ ス 数を求め

た 。 Fig ，2は 、 各対象者の 1行 を読む際に使用

した手の 使い 方の 割合 （％）を示 した もの で あ

る 。 こ れ らに つ い て 各対象者の RLHS の 値 に 基

づ くB 型 （［RLHS 　l≦ 0．2）、R 型 （RLHS 〈．0．2）、

L型 （RLHS ＞ 0．2） ご とに結果 をまとめた 。

　 （1）B 型 ：Fig．2の 上段の B　1か らB3 に B 型

3 人の 結果を示 した 。 B1 は 、 行頭か ら5．4マ ス

（19．2°
／。 ） を左手 、 行中央 の 12マ ス （42，6％）を

両手併行、行末 10．8マ ス （38．2°／。）を右手で 読

ん で い た。B2 とB3 も手の 使 い 方の 割合 に違

い は あるが、 3 人 に共通 し て 、 行頭 は左手、行

中央は両手併行 、 行末部分は右手を使用 して い

た 。

　 （2）R 型 ：Fig．2の 中段 に 、
　 R型 17人の 手の

使 い 方 を示 した 。両手読速度が 675文字 、 右手

読速度が 547文字 、 左 手読速度が 286文字を記録

した対象者 の 中で最 も読速 度が 速か っ た Rl は 、

行頭 か ら4．8マ ス （17．0％ ）を左 手、行 中央の

7．4マ ス （26．2％ ） を両手併行、行末の 16．0マ ス

（56．8％） を右 手で 読ん で い た 。 また 、 17人の

うち14人 （82．4％ ）は 、 B 型 と同様、三 つ の 使

い 方の 割合 に違 い はある が 、左 手、両手併行、

右 手を使用 して い た 。

一
方、Rll、　 R13、　 R17 の

3 人 （17．6％） は、こ れ ら とは異 なる手の 使 い

方を示 し た 。 Rl1 は 、行頭 の 1 文節 に 相当する

5．3マ ス （18．4％ ） の み左 手 を用 い 、右手 と接触

した直後 に左 手は次行へ 移動 し、残 りの 22．9マ

ス （81．6％ ）を右手だ けで 読ん で い た 。 R13 は、

全て を右手の みで読 んで い た 。 左手は行頭部分

に待機 して い る もの の 、右手が行末 を読み終え

て 、次行に移動 して 左手に 接触する 直前に 左手

を浮か せ 、右 手が 行頭か ら読 み 進 め て い た 。

R17 は両手併 行が 14．8マ ス （52．5％）、 右手 が

13．4マ ス （47．5％ ）で そ の 割合 は ほ ぼ 等 しか っ

た 。 Rll の RLHS は一〇．81で あるが 、
　 R13 は R 型で

最大の 一193 、 R17 は一1．Olを示 して お り、 こ の 2

人は左手読速度が 右手読速度の 半分以 下の 対象

者で あ っ た 。 3 人 とも読速度の 遅 い 左 手を使 う
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場面 は観察され なか っ た 。

　 （3）L型 ：Fig、2の 下段は 、　 L型 16人の 手の 使

い 方 を示 した もの で あ る 。 L2 、
　 L3 、

　 L7 、
　 L8 、

L9 、
　 Ll4の 6人 （37．5％）に は、　 B 型 と同様に左

手 、 両 手併行、右手の 読み が観察され た 。

一
方 、

そ の 他の 10人 （62．5％） には読速度の 遅い 右手

読み は全 く観察 されなか っ た 。 L15 を除 く 9 人

の RLHS を見る と、そ の 値は い ずれ も1．0を超 え

て お り、L5 は最大の 8．67を示 して い た 。

　 （4）各 タイ プ の 比 較 ：そ れ ぞ れ の 手で 読ん

だ割合 （％ ）を角変換後、各タ イプ の 比較 を行

っ た 。 Fig ．3は 、 読 み に用 い た手 の 割合 の 平均

（角変換後 の値、以下 同 じ）を示 した もの で あ

る 。 主に行頭部分 を読む 「左手」 で は 、 L型が

41．0 （SD −24．3） と最 も多 く、 次 い で B 型の 27．0

（SD＝2．7）、
　 R 型が 19．5 （SD ＝9．5）と最 も少なか

っ た。行中程で 多く観察さ れ る 「両手併行」で

は 、 L 型が46．4 （SD ＝23．0）、B型が40．7 （SD ＝ 7，7）、

R 型は27．7 （SD・・9．6）とな っ た 。 主 に行末部分

を読む 「右手」で は、L型 は 6．7 （SD − 9．0） と最

も少 な く、 B 型 が 36．9 （SD ＝5．7）、
　 R 型 は 53，8

（SD − 11．5） と最 も多か っ た 。 手 の タ イ プ （L

型 ・B 型 ・R 型） と使用 した手 （左 手、両手併

行、右手） を要因 と した 2 要因混合計画に よ る

分散分析の 結果 、 手の タ イプ条件と使用 した手

の 条件 の 交 互作 用が有意で あ っ た （F （4，66）
−6．85，p＜ ．Ol）。 水準別誤差項 を用 い た単純主効

果検定に よれ ば、左 手読み ならび に両手併行条

件 で は 手の タ イプ条件 の 効果 は有意で なか っ た

が 、 右 手読み 条件 にお い て手の タイプ条件の 効

果が有意で あ っ た （F （2，
33）＝34．23、p〈 ．0ユ）。

右手読み条件にお ける手の タ イプ条件 別の 割合

に つ い て 、 LSD 法 に よる多重比較 の結果 、
　 R型

は B 型お よび L 型 よ り右 手で 読 ん だ割合が 有意

に 高 く、また B 型 もL型 よ りその 割合は有意に

高か っ た （MSe − 109．82
，
　p〈 ．05）。 次 に 、 手の タ

イプ別 に使用 した手の 割合 に つ い て 単純主効果

を検定 した 結果、B 型で は使用 した手の 割合に

有意差はな く、 R 型 とL型で 有意差があ っ た （R

型 F （2，66）＝5．71、 p〈．01 ；L型 F （2，66）＝8．25
，

pく ．01）。 LSD 法に よる多重比 較 の 結果、　 R 型 で

は左手を使用 した割合 と両手併行の 割合 の 間に

有 意差が無 く、右手 を使用 した割合は左手や 両

手 併 行 の 割 合 よ り も 有 意 に 高 か っ た

（MSc ＝371．10，　p〈 ．05）。　 L型 で は左手と両手併行

の 割合の 間に有意差 は無 く、右手を使用 した割

合 は左 手や両手併行の 割合よ りも有意に低か っ

た （MSe −371．10
，
　p〈．05）。

割
合（
角
変
換
後
）

70

60

50

40

30

20

10

0

ロ L型 （16人） ■ B型（3人） EコR型（17人）

左 手 両手 併行

手の 使い 方

右手

Fig．3　タ イプ別に み た手の使 い 方
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　 3．左右差 ・両手の 利得 との 関係 か ら見 た新

　　 たな分類

　 （1）両手活用型 と非両手活用型 ：対象者の

軌跡 を検討 した 結果 、 草 島 （1937 ，
1983）や熊

沢 （1969）が 分類 した 8 つ の 型 の 内の 7 つ と、

こ れ らには該当 しない 2 つ の 型が表れた 。 しか

しなが ら、い ずれの型に該当するかその特定に

迷うケ
ー

ス もあ っ た 。 そこで 、 簡便で しか もそ

の 特徴が明確 に分か る新た な分類 を検 討 した 。

それ は、 1行の 中に左手、両手併行、右手の 三

つ の 手 の 使 い 方が観察 され る両手活用型 （以下、

α 型） と、こ れ らの
一

部しか 観察 され な い 非両

手活用型 （以 下 、 非 α 型） に よ る分類で ある 。

なお 、 Fig．2に示 した対象者 L9は行末の O．8マ ス

（3％ ） を右手で 読ん で い た が 、右手使用 は 1

行 の み で 他 の 行に は全 く観察 され なか っ た の

で、非 α 型 に分類 した 。 そ の 結果、 α 型は 22人

（61．1°／。）で あ り、非 α 型 は 14人 （38．9％ ） と な

っ た （Fig．4）。 さ らに手の タ イプ別 に見 る と 、

α 型 に は 、 L 型 16人中 5 人 （31．3％）、　 R型 17人

中14人 （82．4％）、B型 3 人中 3 人 （100％）が

含まれ て い た の に 対 し、非 α 型 に は、L型 11人

人

数
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0

両 手活用型 （22人） 非両手活用型 （14人 ）

Fig．4　両手活用型 ・非両手活用型 の タ イプ 別分類
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Fig．5　両手活用型 ・非両手活用型別に見た左右差 （ahs
− RLHS ） の 比較
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Fig．6　両手活用型 ・非両手活用型別に見た両手読み の 利得 （R2HG ）の 比較

（68．7％ ） とR 型 3 人 （17，6％）が含 まれた 。

　 （2）読速度の左右差 ：Fig．5は、 α 型 と非 α

型 の RLHS を比較 した もの で あ る 。
　 RLHS は左

手が優位の 場合は正数で 、右手が優位 の 場合は

負数で示 されるため 、 こ こ で はその絶対値 （以

下 、 abs −RLHS ） を比較 した 。 そ の 結果、左 手

読み、両手併行、右手読み の い ずれ もが 出現す

る α 型 の 平均は O．51 （SD ＝0．28） に 対 し て 、 そ

の
一

部しか 出現 しない 非 α 型は 2．89 （SD− 2．29）

を示 した 。 こ こ で 両者の 平均値の 差 の 検定を行

っ た 。 分散の大 きさが 等質と見 なせ なか っ た の

で （F （21，13）＝71．44、p〈．Ol）、ウ ェ ル チ の 方法

に よ る t検定 を行 っ た結果、 2 グ ル
ー

プ問 の 平

均 の 差 は 有意 で あ っ た （両 側 検 定 ： t （13）
≡3．73、pく ．Ol）。 こ の こ とか ら 、　 a 型 は非 α 型

よ り左右差が小 さい こ とが分か っ た 。

　 （3）両手読み の 利得 ：Fig．6は α 型 と非 α 型

の R2HG を比較 した もの で ある。 α 型 の 平均は

0．20 （SD ＝ 0．12） に 対 して 、 非 α 型 は 0．05

（SD ＝0．06）を示 した 。 そ こ で 両 者の 平均値の

差の 検定 を行 っ た 。 こ こ で も分散の 大 きさが等

質 と見 なせ なか っ たの で （F （21 ，13）＝4．04 、

p〈 ．05）、ウ ェ ル チ の 方法 に よ るt検定を行 っ た 。

その 結果、 2 グ ル
ープ間の 平均の 差 は有意で あ

っ た （両側検定 ：t（33）＝4，54， pく ，Ol）。 こ の こ と

か ら、 α 型は非 α 型 よ り両手の 利得が大きい こ

とが 分か っ た。

N ．考察

　 1 ．草島 ・熊沢に よる軌跡パ ターン の 分類

　本研究で は 、 草 島 （1937，1983）の 6 パ タ
ー

ン と熊沢 （1969） の 2 パ タ
ー

ン の 定義に従い 、

熟達者の 手の 使い 方を検討 した結果、行頭か ら

行末近 くまで 両手で 読み進 め 、 行末は右手だけ

で 読 む 第 皿型 に 相 当す る対象者 は い なか っ た 。

一
方 で こ れ らの い ずれに も該当 しない 別の 2 パ

タ
ー

ン が 観察 さ れ た 。 1 つ は 行頭 か ら の 大半 を

左手で 読み 、 行末の
一

部に両手併行が表 れる第

V 型 とは異な り、 行 の ほ とん どを両手併行 させ

る第V 型の変形で あ っ た。 もう 1 つ は、第W 型

の 変形で ある 。 第 VI型 とは 、 左右両手が同
一

行

の 左右両端か ら行の 中程 まで 迫 っ て あ る 地点で

接触 し、そ こ で 左手から右手 へ と読 む手が入れ

替 わ る 読み 方で 、完全 に左右の 手が独立 した読

み を行 うもの とされ て い る 。 か なりの 速度で 移

動する行の 途中で 、 両手併行の 動きが 全 く見 ら

れずに左右の 手が 入 れ替わ る こ とが可能か と の

疑問が残るが、本研 究で は 両手併行が わずか に
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見 られ るパ ターン を VI型 とし、　 W 型変形 は両手

併行の 範囲が 行の 半分以上 に見 られ るパ タ
ー

ン

と した 。 その 結果、熟達者には 9 つ の 軌跡 パ タ

ー ンが 出現 した こ とに なる 。 草 島 （1983） は 、

「第 1 ・第 ll・第 V 型 は 、両手に よる 呼応 ・協

働効果 を十分享受 して お らず、能率の 高い 行間

運動 とは言 い 難 い 」 と述べ た 。 しか し本対象者

に は、第 1型 と第 H型 にそれぞれ 1人 、 第 V 型

とその 変形 にそれ ぞれ 4 人 の 計10人 （28％）が

該当 した 。 さらに 、 「第 VI型 も両指 を使 っ て は

い る が 、 実は 片手読み を左右で 分担 した もの で

あ り、行間運動も片手読み の それ とほとん ど異

な らな い 」 として草島が推奨 しない W 型 とその

変形 に は22人 （61％）が該 当 した 。

一
方 、 「行

間運動 は 、 特 に第皿型 、第IV型が有効で あるか

ら 、 こ れ を推奨 した い 」とい う 2 つ の 型で は IV

型に 1人 （3％） しか該当 して お らず 、 草島の

推奨する読み方 とは異なる 結果 とな っ た 。

　 2 ．点字を読む手

　点字 を読 む手の 使 い 方を読速度の左 右差か ら

検討 した結果 、 対象者は読速度の 速い 方の 手を

主に使 っ て い る こ とが 明 らかに な っ た 。 Fig，2

に示 した 各対象者の 左手読み と右手読み を比 較

す る と、R型 で は全員 に優位 な右手 だ けの 読み

方 が多 く出現 し、逆に L型で は不得意 な右手読

み は16人の 内の 6 人 （37．5％）に しか観 察 され

て い な い 。 こ の こ とはFig．3か ら も示 され た 。

す なわ ちR型 で は右手を使用 した場合が左 手を

使用 した割合 よ りも有意 に高 く、L型で は 右 手

を使用 した割合は左手 の 割合 よ りも有意に低 か

っ た と い う結果 であ る 。 で は、両手 を併行 させ

る時の 読み 指 は ど うで あ ろ うか 。 Fig．2で は左

手優 位 の L 型 に両 手併行が 多 く観察さ れ て お

り、L型 は 両手併行 と左手 との 間 に有意差 は見

られ なか っ た 。つ ま り、L型 は左 手 と同程度の

割合 で 両手併行 に よ る読み 方が 観察された こ と

が示 され た 。 た だ
一

人、行の 全 て を両手併行 さ

せ る 第 IV型 を示 した L10 の 左手読速 度 は379文

字 、 右手読速度は 123文字で RLHS は 1．26 、 また

両手読 速度 は 380文字で R2HG は 0．003で あ り、

左手読速度 と違 い はな い 。 ビ デ オ画像では両手

を併行 させ て い る が左手が右手 を押す動 きを し

てお り、行末は右手を持ち上 げて左手で 読んで

い る こ とが 観察 され た こ とか ら も、読み 指は全

て左手で ある と考 える の が妥当で あろ う。 また 、

行頭 を左手で 読み 、 残 りの 大部分を両手併行さ

せ る 第 V 型変形 に 分類 さ れ た対象者Ll、　 L4、

L16 の RLHS は 、 3．61 、 5．11、
　 L　13と1．0を超える 。

また両 手 の 利 得 は そ れ ぞ れ一〇．002 、 0．Oll 、

O、035で あ り、彼 らもLlO と同様 に読 み指 は左手

と思 われ る 。 草島 （1983）は 両手併行 の 意義に

つ い て 、「同伴指 は読み 指 に同伴する こ とに よ

り、 読み 指が 行 を脱線す るお それ が な くな り、

点字読みにお い て感情上安定感 ・確 実感 を与え

る」こ とを指摘 して い る 。 い ずれ の手が優位で

あ っ て も左右差が大 きい 対象者の 遅 い 手は読み

指 として で はな く、 草 島 （1983）が指摘する よ

うな機能の た め に 活用 し て い る と推 察され る。

さ らに、草島 （1983） とBUrklen （1932）は 、

両手 を揃 える こ とに よ っ て で きるだけ 「知覚の

窓」 を拡 げる機能が ある こ と を指摘 して い る 。

その 場合 に は 、 成果 と して 両手の 利得 に反映さ

れ る と考えられ る が 、 本研究で は検討で きなか

っ た。また、本研究で は草島 （1983）の よ うな

特別 な記録機器 を使用 して お らず 、 熟達者 の 読

速度の 分析には ビデ オ の 映像 を用 い た 。 今後速

読時の 手の 使い 方を定量的に記録で きる機器 を

用 い て検討で きれば 、 さらに 詳細 な分析が可能

で あ る と考える 。

　 3 、両手活用 型 と両手活用型に よる新た な分

　　類

　草島 （1983） も指摘 した よ うに対象者 は全て

の 行 を同
一

の パ ター ン で 読むこ と は な く、 その

特定に は困難を伴 っ たが 、 9 つ の 多様 なパ ター

ン が表 れた 。 そこで今回 、 新た な定義で分類 を

検討した。それは、 1行の 中に左手 、 両手併行、

右手の 三 つ の 手の 使い 方が観察され る両手活用

型 と こ れ らの
一

部 しか観察さ れな い 非両手活用

型 に よる分類 で ある 。 そ の 結果、両 手活用 型は

22人 （61．1％ ）、非両手活用型 は14人 （38．9％ ）

に 分 類 され た 。 そ し て 、左 右差 の 指標abs −

RLHS の 平均は 、 両 手活用型が O．51 に対 して 非
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両手活 用型 は 2．89で 両手活用 型が有意 に小 さ

く、 さ らに両手の 利得の 平均は 、 両手活用型が

0．20に対 して非両手活用型 は 0．05で有意に大 き

い と い う結果を得た 。 す なわ ち 、 優位 な手 の タ

イプ に かか らず、行頭 は左手 、 行 の 中程は 両手

併行 、 行末は右手が観察 される両手活用型 は左

右差が小 さ く両手の 利得 も大 きい が 、 右手ある

い は左 手だけの 読み と両手併行 しか観察され な

い 非両手活用型は 、 左右差が大 きく両手の 利得

も低い こ とが示唆 された 。 なお、非両手活用型

の 分散は両手活用型 の 分散 と比較 して 有意 に大

きい こ とか ら非両手活用型 群は
一

つ の 群 とし て

は捉えきれず、対象者を増やす など して 今後 も

継続 して 検討す る必要がある と考える 。

　4．効率的な両手の使い 方

　草島 （1983）の 推奨す る第 m 型 と第 W 型は両

手併行が行の 多くを占め る 読み 方で あ り、読み

指に他方の 手を同伴 させ る こ とに よ っ て読み の

効率が 高 まる こ と 、 すなわち前述 した 「知覚の

窓」の 拡大 による効果を指摘 したもの と推察さ

れ る 。 しか し本研究で は 第皿型はお らず、第IV

型 は 1 人の み で あ っ た 。

一方、「行 の 中央 を基

点 として 、左右両指が 集まっ た り離れ た りする

珍現象が興味深 く、また特徴 的で あ る」 と述べ

た第VI型は草 島 （1983） が推奨 しない パ タ
ー

ン

で ある が 、 こ の the　scissors 　patternこそ、前述 し

た多 くの 研究者が指摘する効率的な読み方と い

え よ う。 Foulke （1991）は、両手 を併行させ る

読 み方が減少する こ とは読書 をしな い 時間を減

らす こ とで あり、その結果読速度が増加す るこ

とを指摘し て い る 。 こ の こ とは 、 優位 な手の片

手読速度よ りも両手読速度が 上回る こ と 、 すな

わち両 手読 み の 利得 （R2HG ）が 大 きい こ とが

効率的 な両手の 使 い 方で ある こ とを意味して い

る 。 本研究で は両手活用型、つ まり右手、両手

併行 、 左手の 3 つ 使い 方が表れ る対象者 に両手

読み の利得が大 きか っ た 。 さ らに両手読みで は

右手が 前の 行の 終わ りをまだ読 ん で い る 間に、

左 手 は次 の 行 を読 み 始 め る と の 指 摘 もあ る

（BUrklen，1932；Foulke，
1982；Bertelson　et 　aL ，

1985；黒川，1987）。 両 手活用 型 に左 右の 手が

別々 の 部分 を読む動 きが観察されたが 、 これ ら

に つ い て は さ らに詳細な検討が必要で あ り、 今

後の 課題 と した い
。
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  Hand  Moyements  of  Ski11ed Braille Readers
-

 Investigation of  Braille Reading Trajecto ry 
-

Tatsumi  MUTAGUCHI

 Frem  an analysis  ofhand  movernents  from videos  of  36 skilled  braille readers  with  reading  speeds

of  351 characters  per minute  or  more,  nine  types were  observed,  more  than in the classification of

Kusajima  (1983). We  investigated the braille reading  hand  in three types, B  type  in which  the right-left

difference reading  speed  with  one  hand  was  less than  20%,  ancl  R  and  L types in which  the difference

exceeded  this level. R  type was  right  hand  and  L type was  left hand; in other  words,  it was  found that

they  used  mainly  their dominant braille reading  hand. To funher clarify  the characteristics of  the nine

observed  types, we  broadly divided subjects  into two-handed  type (61.1%), in which  three strategies  of

ptlefi-hand reading{  from  the start  of  a line, ptcombined two-handed  usel  in reading  the middle  of  a

line, and  jright-hand readingE  ofthe  end  ofa  line were  observed,  and  non-two-handed  type (38.9%) in

which  this was  only  partially observed.  The  right-left difference was  significantly  smaller  in two-hand-

ed  type than  in non-two-handed  type, dernonstrating a  significantly  larger benefit with  both hands. The

two-handed  type  included 5 of  16 (31.3%) L type readers,  14 of  17 (82,4%) R type readers,  and  3 of3

(100%) B  type readers.  In contrast,  non-two-handed  type included 11 (68.7%) L type  readers  and  3

(17.6%) R  type readers.

Key  words:  Braille reading  speecl, skilled  braille reaclers,  right-left  difference, trajectory, hand move-

        ments
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